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 回答期間：2019 年 12 月下旬〜2020 年 2 月中旬まで 
 対象者：一般市民、および市内 2 高校の 1 年生から 3 年生（普通科・看護科・定時制含む） 
 回答者数：918 名 
 一般市民：167 名 
 第 1 次産業（農林漁業・酪農業）：21 名 
 第 2 次産業（建築・土木業）：12 名 
 第 3 次産業（それ以外の全ての職種）：134 名 
 高校生：751 名。これらは全て 2 高校合計の人数である。 
 高校１年生：215 名 
 高校 2 年生：271 名 





















































Google Forms を用いたインターネットアンケートの方法については、提示された URL に能動的にアクセスす
ることが必要になる。そのため、この方法による回答者は、稚内北星学園大学の存廃報道やこれまでの取り組み
に何らかの接点があり、大学の意義に関心のある市民に偏っている可能性が高い。 




















































図 3-4 大学の喪失に対する懸念（複数回答）＋自由回答：高校生 
 
全学年共通して「地域の高校生が大学選びをする際に、選択肢が 1 つ減るのではないか」という選択肢への回
































図 3-6 大学の教育内容に対する認知度（％）：高校生 
 
市民の認知度は産業によって大きな違いが見られる。第 3 次産業はどの教育内容についてもまんべんなく認
知度が高いようであり、第 1 次・2 次産業については、高校生と同様 IT 技術に関する知名度が他の選択肢と比
べて高い。 
 




る高校生の認知度を回答してもらった結果は図 3-のとおりである。ET ロボコン（小泉教授）や IoT（ゴータム教授）、映






































内・市外」のどちらを選択するかについても質問している。その集計結果は図 4-1 の通りである。 
















す意向をもつ 40%の高校生の進路別構成比を計算し、表１に示した。表 1 より、現在の高校 1〜3 年生をベース
にした場合、5.6%が新卒者となって稚内市で働き始めることになる。この比率は市外の高等教育機関出身の新




















































































を集計したのが図 4-5 である。 
 






























































































































図 5-4 稚内出身の学生を雇用することに対する市民の意向（産業別） 
 









問を行なっている。まずは、子どもの大学進学に対する親の意識を回答してもらった結果が図 5-5 である。 









た。その結果が図 5-6 である。約 6 割が地元の大学に通わせたいと考えていることが明らかになった。 
 






































図 5-8 子どもに地元に就職して欲しいかに対する市民の回答 
 
地域の大学が喪失されることによって、子どもの将来のキャリアに影響があると思うかどうかに対する市民の回

































































分析してきた。まず、高校生については以下の 3 点が主要な結果として得られた。 
 


































































1978 年 1 月に、稚内青年会議所が大学誘致特別常任委員会を設置し、同年 6 月に稚内市議会に大学誘致
特別委員会が設置されたことで、大学誘致の動きが活発化した。1980 年 4 月 17 日に稚内市大学誘致期成会
が設立され、全市を挙げた大学誘致運動が本格化する。この期成会は、稚内市の経済界や教育機関を含む、役
員約 40 名、委員約 180 名で構成されていた。 
1982 年 5 月に、稚内市が『高等教育機関の必要性と可能性―日本最北端の国際文化都市をめざして―』を
作成し、高校の所在地や産業構成、将来的な展望から、高等教育機関の必要性を示した3。この時点で大学設
 




























1978 年 1 月   稚内青年会議所に大学誘致特別常任委員会を設置。 
      同年に保護者アンケート。希望する学部・学科があれば、進学させるかどうかを調査。75%
が進学するとの回答。ただし、調査手法に疑問あり（当時の担当者）。 
  6 月 24 日 稚内市議会に大学誘致特別委員会を設置。 
1980 年 4 月 17 日 稚内市大学誘致期成会（役員 40 名、委員約 180 名）を設立。 
1982 年 5 月   稚内市「高等教育機関の必要性と可能性―日本最北端の国際文化都市をめざして―」発行。 
  10 月 1 日 稚内市大学誘致準備室を設置。 
1983 年 4 月   稚内市役所に、大学設置担当部署として市長公室企画課を設置。 
  5 月   稚内市議会に地域開発促進特別委員会を設置。 












  12 月   稚内市「高等教育機関の必要性と可能性＝日本最北端の国際文化都市をめざして＝（改訂
版）」を発行。 
      稚内市議会が札幌で北星学園大学と懇談会。大学設置の相談。 
1984 年 1 月 7 日 学校法人北星学園理事会に対し、稚内市への進出の陳情。 
  4 月 27 日 学校法人北星学園理事会及び評議員会において新法人による短大設置を決定。 
  5 月 25 日 学校法人稚内北星学園設立発起人会を開催（札幌第一ホテル）。稚内北星学園設立準備委員会
を発足。委員長に時任正夫氏が就任（後の学園法人理事長）。 
      準備委員会においては、観光経営 100 名、英文 100 名、幼児教育 100 名の、計 300 名の男
女共学の短期大学を検討。この時から、学長は木村謙二氏（当時北星学園女子短大学長）、事務
局長は澤田文吉氏（元稚内市教育長、中央小学校初代校長）が就任予定だった。 
  7 月 21 日 稚内市大学誘致期成会総会「稚内北星学園短期大学建設期成会」に改称。 
1985 年 7 月 30 日 文部省へ第 1 次申請書を提出。 
  10 月 29 日 私立大学審議会ヒアリング。経営面。稚内市市役所に担当部署を設置して対応。 
  10 月 30 日 大学設置審議会ヒアリング。教学面。北星学園大学内に担当部署を間借りして対応。 
  11 月 5 日 基礎工事着工 
  12 月 19 日 第 1 次審査結果発表→可 
1986 年 3 月 7 日 校舎工事着工 
  6 月 30 日 文部省へ第 2 次申請書提出 
  8 月 1 日 稚内北星学園短期大学定礎式 
  9 月 24 日 私立大学審議会による実地調査。 
  9 月 26 日 大学設置審議会による実地調査。校舎建設完了前のため教具や図書等を市役所正庁で。 
  11 月 27 日 校舎工事竣工 
1987 年 2 月 3 日 学校法人稚内北星学園並びに稚内北星学園短期大学正式認可 
  2 月 10 日 第Ⅰ期入学試験実施（英文科 16／80 名、経営情報学科 90／100 名） 
  2 月 16 日 学校法人稚内北星学園法人登記完了 
  3 月 5 日 第 1 回学校法人稚内北星学園理事会 
  3 月 9 日 第Ⅱ期入学試験実施 
  3 月 28 日 第 1 回学校法人稚内北星学園評議員会 
  4 月 15 日 第 1 回稚内北星学園短期大学入学式 
表 2 稚内北星学園短期大学開学までの経緯 
 
7.2. 開学後の概況 
前述のような経緯を経て、1987 年 2 月 3 日に学校法人稚内北星学園、並びに稚内北星学園短期大学が経
営情報学科、英文学科の二学科体制で正式に認可され、同年 4 月から学生の受け入れがスタートした。正式認
可前には積極的な入学募集ができず、初年度は 106 名（英文学科 16 名（定員 80 名）、経営情報学科 90 名（定員 100 名））
と、定員割れのスタートとなった。 
1990 年度入学者が定員を超え、その後も定員充足率が好調だったことから5、1992 年には教授会において 4
年制大学への改組転換を決議。1999 年に文部省より認可を受け、2000 年から 4 年制大学へ移行した。ところ
が、その後は定員を充足することができず、学生数確保のため 2004 年に東京サテライト校を開設し、社会人を受
け入れた。東京サテライト校は、開設 2 年目こそ期待を大きく上回って 92 名の入学者を迎えたが、5 年目の 2008
年には 11 名に激減し、翌 2009 年には入学者 0 となり、2012 年に学生募集が打ち切られた。 
さかのぼって、4 年制大学移行後、2003 年に、前年の入学者 113 人から 65 名まで激減した稚内本校の入学
 
5木村謙二学長（当時）による「年頭所感」（1992 年 1 月 1 日、稚内プレス）より。 
 115
者はその後も回復せず、2007 年には大学の存続について検討され、存続されるも 10 月に学長が辞任。 
2009 年には地域創造学科を設置し、街のイベント企画の立案・実行力の養成、現場の経験を重視した社会情
報学の学習など、地域や職業を意識した学習内容を志向するが、入学者の増加にはつながらず、2015 年度の






















8.3. アンケート 仕様 
 

































































































































Significance and issues of regional university 
: A study from questionnaire survey for the high school students and citizens 
 
This paper aims to report the research results conducted by a voluntarily and independently organized 
study group by professors at Wakkanai Hokusei Gakuen University. We, the study group, conducted the 
social survey named “a questionnaire regarding a university in the region” in the late December, 2019, 
which investigated attitudes of citizens towards the university of the region. Using results obtained from 
the survey, we look back and summarize the operations that the university has taken so far, and investigates 
its way forward in the region. We find that many of the citizens appreciate the university of the region, and 
expect it vitalize the regional society. On the other hand, we also find that interests among the citizens, 
including high school students, does not coincide with those of the university, and the content of education 
and research in the university is not fully understood by the citizens. Thus, it is suggested that, in order for 
the university to play a role of the regional university, it needs to put efforts to inform them more about 
what the university provides, and to provide them with the information as to how the university can meet 
the needs from the region. 
 
